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　　　　　　　（２）令和６年度指定管理業務総括評価について 

　　　　　　　（３）児童館活動報告について 
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資料　１

令和7年8月27日現在
（敬称略）

区　　分 団体名 委嘱委員 備考

児童館利用者 小澤　美智子

（事業ボランティア）

児童館利用者 澤木　麻里

（事業ボランティア）

齊藤　佳な江

渡邉　俊夫

児童委員 原　賢治

児童委員 野上　眞由美

東洋大学

（福祉社会ライフデザイン学部 伊藤　美佳

こども支援学科講師）

矢崎　久美子

（さいか幼稚園）

朝霞市議会 石川　啓子

松本　欣巳

(朝霞第三小学校長)

朝霞市児童館運営協議会委員名簿
（任期：令和6年5月10日～令和8年3月31日）

利 用 団 体

児 童 関 係 団 体

青少年相談員
朝霞市協議会

朝霞市青少年育成市民会議

児 童 委 員

東上地区私立幼稚園
協会朝霞支部

朝霞市小中学校長会

知識経験者
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児 童 館 力1用 状 況 及 び 児 童 館 事 業 の ● 行 状 況 (6館 )

1 利∫叶 況

頂 H
令 T, 6 ■ 度 ( 2024 年 度 )

はまさき きた まら みぞぬま ねざしだい ひざお り ■んちょう 令 計

閉 || ロ 業 292 ロ 238 ロ 293 ロ 2,2 日 288 ロ 289 日 ]742 日
年 F・|■1月 普 ユ 2] 354 人

" 1% 
人 54 92, 人 2,910人 :5 144 人 5, 0,8 人 246640人

1日 平均利用+抜 101 人 129 人 B7 人 1■3人 122 人 204人 840人

鑑  貞 生
fl用 者 友

利用 日数

一 一

168 日 :8 日 196 日 キ 402 日

ⅢI戸1人数 892 人 9 人 1 520 人 2 511 人
多 日的 ス タジ

ズ
■| ‖i 翡 豪

利用日な

一 一

265 ロ 265 日

本1用人蒙 2 756 人 2 756 人

2 事業の執行状ユ

=
共 名

はまささ きたは |・ みそぬま れぎ[だい ひざお り ほんちょう ^ :|

回数 参加人数 回数 参力1人教 口浚 参力
'人
教 回教 ●力「人教 回教

'力

0人数 回転 参加人数 回数 参力1人数

「

作 事 業

`:回
311 人 25国 576 人 37口

"0 
人 00 □

'0 
人 21回 32 人 48[」 567 人

`00 
ロ 3

●
●
＾
● 人

幼 児 1' 業
`

,, ●l 596 人 111回 2 131 人 230 回 4 162 人 185 1コ 2 ∞ 1 人 150 回 1 345 人 ■ 6 回 1 971 人 2 11` 回 2 596 人

児 i事 業 2● 回 815人 210回 873 人 457 回 8 295 人 287 ロ 1 30: 人 r7 回 3 3r 人 〔〕25 回 2 F・

“

 人 l oe` ロ r2'8人

功 児 児 童 事 業 15回 110 人 52回 720 ,

′ ｀ ∞ 曰 1411人 37 回 500 人 15回 188 人 58 画 1 %7 人 211 回 4 Ю 2 人
交 流 , 業 8可 666 人 :回 80 人 4暉 134人 1■ l 35人 llロ 121 人 1回 54 人 28 口| 1 09() 人

手

"i

, 業 32 1コ 1 22 人 20 1国 59 人 21回 932 人 10回 358 人 36 「●l

“

3 人 22 回 7% 人 150 回 4169人
大
=

半 5回 1 260 人 3回 888 人 9回 1 5:2 人 3回 384 人 411 1;'2人 18回 1 052 人 42回 6 658 人
大

バ 3回 91人 2回 Z 人 4回 54人 0回 2 人 2」 11人 0同 。 人 17回 292 人

調 理 I 業 0回
“

 人 l回 8人 2回 10人 4回
" 
人 2回 25 人 3L・ 2,人 15回 147 人

館 外 事 業 t同 0人 3ロ 23 人 4回 53 人 7回
“

 人 2回 ll人 0回 0人 16回 lЪ  人

今 同 エ 実 14回 1 092 人 14回 1 214 人 14回 1144人 14回 11螂 人 11回 l Ю9 人 1`同 l 田 0 人 84 回 7 297 人
トランテ ィア事業 7回 2 人 0回 0人 ,L 67人 1 』 3人 0回 0人 0回 0人 17回 92 人
人
,| :| 1 ,21 回 0 2" 人 150 国 6 75 人 390口

“

 帆 1 人 59: l●0 05ψ 人 644 回 8 773 人 6:5 回 10 008 人 1,,7[|
" 288 

人



令和6年度 (2024年度) きたはら児童館業務の実施状況
1 間事業 ‖o l

実施月ロ
区  分 41 泰 名 ↓ 業 内 寄 対  象

参 加 人 数
月 日 定員 :| ことも おとな

4
111 児童燕来 みんなであそぼう

小学生以上の児童を対象に ス1●―ツRグ ーム
を通して■年齢交l・ を図る

小学生以上 無 169 159 0

,H問 幸節事業 こいのぼ,適 |.| こいのぼりを作つ 児童館に肺る 全 員 無 76 76 0

5
1 2 5 手飾 l・業 こいのばり週間 モいのぼ,を作り 児ま

"に
飾う 全員 無 ,2 32 O

5
=節
了楽 こどもの

「
企画 結内でクイズラリー くじ引きを行う 全員 撻 58 63 0

10 児童市薬 みんなであそぼう
小学生以上の児童を対燎に スポーツやケーム
を通して興■齢交流を図る

小■生以上 無 18 1` 0

6
8 幼児事業 ふれあいタイム

平 ]に来られない11用者を対象 =ダン
スや手遊

びなど,行 う 幼児 保議者 10紺 t 21 11 10

9
幼児
lt菫事業

きたはランド
講師け を紹いて コンサー トや手節の工作等
を行う

全員
`口
IA 32 26 6

11 交流事業 1年生41・別企画
小学1年生を対量に 工作などを通して児童館
事業をIF験する

小学1年生 12人 O 0 0

18 児童事業 みんなであそぼう
小学生以上の児疏 対象に スポーツやヶ―′
を通して異年齢交洸を図る

小学生以上 無 28 28 O

8日 間 子節事業 七夕週間 児童館の資に七夕飾 ,を作つて飾る 全員 無 49 ゛ 0

7

=日
間 幸節事業 七夕週 l●n 児童lIの征に七夕飾 りを作つて飾る 全員 エ 16 16 0

18 児憲苺莱 みんなであそ llう
小学生以上の児童を対象に スポ ーツやグーム
を添してユ年齢交流を図る

|ヽ学生以 上 無 tO 40 0

2■ 26 児童

“

業 中高生タイム
中高生の居ll■所十りを日的に午後,時までFn鮨
昨Ftを証長する 中学生以上

“

12 12 0

28 大事業 きたはら夏まつり くしうき,,種グーム ェ■などを行う 全員 無 308 190 116

8
1 22 25 児童事業 中高

`Lタ
イム

中高生の層場所作りを目的に午後7■までm館
:=間を延長する

1'学生以 L 銀 22 22 O

3 合同事業 欄縫市児童館io彩I操 広く市民に触しまれている祭りに出l.● し事業を
実施することで児童館の周知を図る

全員 エ 19' lm ,0

=

幼児
県歯車‡

こど1,映画会
割幼児対象 小年生以 [対象の映画を上映す
る

全員 無 4'

“

2,

28 大会 スポーツ大会
興午命の児童がテームを組んでスポーツ大会を

`子

う
小学生以 t 16人

= `
O

29 児童事業 みんなであそぼう
小学生以上の児童を丼像に スポーツヽ グーム
を通して異午齢交流を図る

小学生以上 無 28 28 0
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5
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年間事業

令和6年度 (2024年度)は まさき児童館業務の実施状況
1 ● oヽ :

実施月■
区  分 事 来 イ 摯 業 内 容 対  象

0 ■ 人 数
月 , 定員 計 ●ども おとな

4
5 交流事業 交流す業・ IIみぞぬま児菫

“

異なる地疵の子どもたちがケームなどレクリ‐―ショ
ンを浙して交流を図る

小
｀
′生以上 虹

一
7 , 0

5

`
季節事業 こどもの日スペシャ,レ 小学生以 | 甍

¨
4 4 0

26 勁児
児童■霙

ライオンズアカデ■ のコ チを招いて 未経験者
卜けの野球教事を行う

5才～小+3
年生

00紅 65 3, 30

` 2, 勁児,案 lよま し8 リフレッシュタイム 木7刺 の母親を対象に :1師によるコガやスト
レッチを

'う

幼児 膵腱千 2G複 12 4 8

7
SEi] ■飾苺栞 七夕飾,週間 悽を飾り 短冊 =願

い事を書いてもらう 全員 編 216 216 0

20 児童事業 中高生タイム
1高生のI・場Pl作 りを日的に午後7時まで開節
,imを延長する 1'学生μ上 無 2 2 O

26 2' 2= 人事業 はまサマ 2024 1章さ訓 竜館夏祭,アツーナで様々なプースを
出屁し 夏のお祭りの雰囲気を味わう_

全員 無 6'9 411 228

8
3 .・ 同事業 朝饉市●.魔

“

●杉夏祭
広く市民に組しまれている祭りに出店し事業を実施
することこ児童館の周知を図る

全員 甍 197 101 ,0

721 25 ●.量り業 中高生タイム
中高生の居場所Ⅲ を日1'に午後?時まで開rl
li間を延長する_

中学生以 [ lξ 23 23 0

,
20 21 児童事業 中高生タイム

中高生あ居場所作りを日|'に午後,'|ま で開始
|を I.Iケ u長する 中■生以上

``
16 1` 0

20 児童事業 クノキングチ、オ | ブレ中高生タイムとして ltきそばを作 ,て査べる 中学JI以 上 毎
一

3 3 O

10
1= 交流事業

′`ンパーダームを通して高備者と児童の1世代間交
流を図る

小学生以 ■ lr 5 6 0

26 2, 児荒I梁 中高■タイム
中高生の居昼所作りを目的に午後711■で朋EII
時間を延長する

中学生以上 無 37 37 0

27 調理事業 ク′キングチャオ |

食への興味を持ってもらうことを目的 'お
4子等

の調理桁 う
中学生以上 イ,セ 4 4 0

6日 間 季節事率 は椰
' 
●

'ィ

ン(^タン‐ ,一Jll) 季節
の行事を行い利用

=に
楽t7.でもらうと共に

児t館を知つでも|●う 全 員 無
``3
230 173

18日 間 季節事業 ほ菫0レ ●,´ン(′ ●ウィン仮装廻■)
季節の行事を行い11用者に薬 |´んで1,らうと共に
児制 を知つてもらう

銀 薇 290 1∞ 121

,日 間 季節事業 はま,8′ ,ヽウィンII Iキンド配布)
"節
の行事を行い利 In者に楽しスでもらうと共に

児民館を知って{,ちう
全員 毎 21: 21 0

11
2 交流事業 朝熙第二小ふれあいまう,

神霞第■小学校
`て
地域同十の交流事難 して

ゲーム等を行う
全 員 苺 530 408 122

17 児童す菜 中高生タイム
中高生の層場,i■

'を
日IIIに 午後,時までm鮨

'I‖
を延長する

中学生以 上 無 10 lC 0

10
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令和6イ「 度 (2024年度)¬」用者実績 (4り J～ 3り 1)
1 り1別利用者数 はまさき児童館

月 開館 日数 ツサ リこ
′卜'FJ

中学生
`●

地
`,IJli

,し 11=■●,イ 合 言 1日 ｀
「 均

イ)¬ 6L=■● |■ |1年 1曽 )茂
‐
l前年比12年生 3¬年生 5 6生Fた巨

4 24 548 145 127 105 ６^ 3 571 1,578 ６ヽい^ 1,480 98 107・ l

5 24 457 106 124 92 57 t 512 |,340 56 1,131 218 19%

6 ●^，

¨ 709 152 199 326 60 4 792 2,242 86 1,464 778 53%

`

●
リ
つ
乙 773 199 353 424 165 13 852 2,779 111 2,204 575 26%

8 26 927 255 267 447 113 11 999 :3,041, 117 2,375 674 28%

9 23 900 185 18] 205
`)1,

1 905 2,476 108 1,580 896 57%

10 26 849 172 154 206 139 4 881 2,108 93 1,296 1]12 86%

24 963 414 334 389 116 5 1,191 3,112 142 2,245 |,16F 52%
り

＾ 24 747 164 214 341 156 38 711 2,ヽ 71 99 1,634 74() 45%

1 23 710 102 117 340 131 2 708 2,140 〔)3 1,430 710 50%

2 22 736 112 124 1,11 85 22 692 2,085 95 1,402 683 49■

3
彙
リ
●
‘ |,034 152 303 645 319 14 995 3,162 114 2,092 |,370 65%

合計 292 9,353 2,158 2,527 3,834 ‐  1,516 118 9,818 29,354 101 20,333 9,021

月   1`  

“

J 779 180 211 320 129 10 818 2,446

|ヨ 平 均 32 7 0 1ヽ 5 0 34 101

2曜 日別利用者数
lr 日 開館 日数 ツj りこ

小学生
中学
`L

そ,,他 |,1111 ,」 11り 1夕|′ ,″ 合 計 lr日 平
'カ

●T「「 |・●ltヽ 対青0¬■1曽 )¨ 対前年 1ヒ12年生 31年生 56¬■生
日 47 2,394 629 580 862 424 9 2,748 7,646 163 5,053 2,593 151%

月

火 44 948 175 217 338 137 16 887 2,718 62 2,040 678 133%

水 51 1,174 218 358 593 223 16 1,109 :3,691 72 1,987 t,704 186%

木 50 1,093 158 250 474 170 39 r・17 3,131 63 2,972 159 105%

金 5(, 1,212 196 311, 528 186 8 1,068 3,511 70 2,077 1,41,4 169%

| 49 2,532 782 809 1,0311 401n 30 3.059 8,657 177 6,204 2,453 110%

合計 292 9,353 2,158 2,527 3,834 1,546 118 9,818 29,354 101 20333 9021 1449

13
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令和6年度 0024年度)みぞぬま児童館業務の実施状況
1 :隔 No l

実な月■
区  分 警 業 名 + ス 内 本 対  象

参 ' 人 数
ガ 日 定員 :| ヽども おとな

イ

`
館外事業 黒 日川 ′ヽイキング

祟日川 F.・いで季節や自然を感じながら 左クトの
あそびを楽しなとともに 異年m交流を図る

4ヽ学2■
`L以上
6人 5 5 0

27 幼児

“

来 サタデーちびっこランド
未就学児とF散イを対摯に婉子あそびや仲Flあ
そびをする

幼児 保霞者 10縫 19 11 8

30 児漱事某 テレビケーム交流会
小学生向けにテレビゲームで交流する時間を設
する

小学生
`|■
人 8

=
0

5
6 子飾V来 こともの日SP

こどもの■にちなんだ工作やケームなどを行
,

今員 ●0,0人 126
=3 `:

10 ■11章楽 大切な人 のヽプレイント
けの日介画として 大切な人ヽmるブレゼント
をl●ろ

全員 41●21人

`0
4` 14

16

“

夕:Jiス おでかけらびっこ tli館 近麟の公国などで未就学匠 保護イを■象に
規子あそびを行い 児i積の月知を図る 幼児 保護者 10組 , 5 4

1, 児童事業 VS臓員 小学生以上を対象に職員と′―ムやスポーツで

対戦する
小学4:以 | 無 48 0

1` 調理す業 タッキング
自分たらでll理を作つて食べることで 異年齢
交流をドリながら 査育を学ぶ 小学生以上 8人 6 4 ′

22 児童+業 小学
'卜
11け にテ レビゲームで交流する111.|を設

ける 、
小学■

=口`人
8 S O

25 ・●燕苺業 バスケントポ~ルタイム 小学生向けに自由
`バ
スケントボ ~ルを央 |´む

時‖陸 設ける
小学生 無 22 02 0

t
12 ■11■業 大切な人^のブレゼント

父のB企画として 大切な人^"るプレゼント
を作る

全員
`● "人

48 42 6

10 22 児童事業 vsm員 小学生以上を対象に職員とクー′、やス,I・―ンで

対 Il lる
小学生以 上 無

`2
;2 0

11 ガ児■業 ■あらタイム 家庭児童相談室との,セ価で 乳幼●・ と保護者対
象の細子あそびや tf児ネE談を行う

幼児 保程者 7担 16 8 7

1= 児i“業 テレビケーム/.流会 小学生|けにテレビゲームで交流する時間を設
ける

小学生
`口
,人 9 9 0

7

`日
則 季節鷲来 し夕迦鋤

七夕に向け 帰‖卜に順いを書いて児童館に飾
る

全員 峯 〕16 〕1` 0

6 幼児事業 にこにこ広場 多胎児をア育て中の保護イ向けに情11交換 ll
間づくりの場を設ける

多11, 保護者 む回凛 t 30 21 ,

18 交流Ⅲ業 溝沼
=脊
囲交流事業

雄沼保

'園
の園児を夏姿 ,週間等に

“

行して文
流をはかる

保育固児 無 42 26 6

3‖ 問 人事業 夏祭 り,4・ ,、 夏にちなんだイベントを行う i貴 毎

``=
5iO 138

8
3 合同T業 朝霰|:児童館i・影夏祭

広く市民に規しまオしている茶 ,に出店し 事業
を実施するこ上で児童館の同ルを図る

全員 無
一

1,7 10i 00
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3 鑑贅室杓1月 みぞぬま児童館
■ Fり1●教 団け数 中学生 高校生 ■0●

11●■t 大 人 合11 利 用 日 ll

`

４
● 42 82 7

一
〇
●
´ 0 114 DVD鑑賛 ′ヽノヨン t.しゃべり 勉強 その他

5 17 4, 2 0 0 ●
●
‘
， DVD鑑賀 ′`ソコン おしゃべり 勉強 そのrL

6 ′
ヽ

●
● 60 1 0 0 64 D VI雄賛 ′ヽソコン おしゃべり勉強 その他

7 24 45 126 12 0 0 138 DVD鑑賞 ′`ソコン おしゃべ ,勉強 そのlL
8 一‘一′ 53 145 0 0 0 145 DVD盤賞 ′ヽツコン おしゃべり 勉強 その他
9 ●

● ]も 44 0 0 0 44 DVD霊贅 ′`ソコン おしゃべ ,勉強 その他
10 3 13 31 3 0 0 34 DVD姓賞 ′`ツ■ン おしゃべり勉強 その他
11 ]2 ]9 54 0 0 0 54 DVD鑑贅 ′`ソコン おしゃ

^り
勉強 その他

12 10 14 41 0 0 0 41 DVD盤賞 ′`ソコン おしゃべり 勉強 その他
1 5 7 22 0 0 0 22 DVD盤賞 ′ヽソコン おしゃ^り 勉強 その他
2 8 一

〇 4 0 0 ●
●
●
０ DVD鑑贅 ′`ソコン おしゃべり 勉強 その地

3 23 53 141 2 13 0 156 DVD鑑賞 ′ヾソコン おしゃ′●つ 勉強 その他
合 計 167 310 823 ,l 33 0 8,2

4  団体禾1,相
月 イ| 用 同 体 名 1サ 用 人 戦 利 月 日 的

おとな 0

こども 0
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令和6年度 (2024年度) ねぎしだい児童館業務の実施状況
1 年間事業 l● l

実施月ロ
区 分 千 業 4 事 案 内 本 対 象

参 加 人 数

月 B 定貝 il こ″も おとな

`
]= 幼

'1事

業 クイズ ママ
家庭児童相談員さんよ粒子の■れあい遊びを行
い |]機の時間を設ける.

幼児 保護者 8組 6 3 3

8H ll 辛飾事業 こい●,lT,週間
こどもの日に向けて 千形をといのぼりに よ
り 鮨内珀 卜1飾る 0員 無 46 3` 11

5
1 25 ■飾事業 こいのI動 週η

こともの日に
,  鯖「内

“`下

旬ナて 手形をこいの Fり には
こ,「る

全員 無 20 14 6

6 千11事業 こど{,の 日に ダンスやねざしTを実施する 全員 m■ i8 16 2

25 大会
小牛41を対象にドッジの級群や試合をして楽し
む

小学生 10人 11 16 0

,
4日 間 手飾事業 七夕週‖I 短冊に昴い1'を書いて J●重館の笹に飾る 全員 毎 40 38 ,

7
6日 間 テ節I業 七夕週Fl 短冊に騒い事を丼いて 児薇館の笹に飾る 全員 後 3, ,5 :

6 大会 みんなで卓黙 小学生対象に■球の錬習や試合をして東しむ 小学生 10人 ]0 10 0

29 大会 みんなで′ヽスケ
小学生対象にバスケの絞習や試介をして楽し
を,  、 小学生 0人 10 in 0

= 4日 間 児童事業 夏体み中高生タイム
中高生の喘場所Ⅲ を 11jに午後71'ま で開館Ⅲ
間を延長する

中学生以上 螢 8 8 0

3 合同事業 朝晨市児童館i彬夏祭
広く市民にれしまれている祭りに‖店t'業 を
実施することで児童館の周力を図る

今員 皿 197 107 90

15 児童11来 夏休みち 1こ oと 実験
自由研究応櫻事業として「水の実験～0まめる
水をつくろう～1を行う

小学生ll[ 0人
`
5 0

18 人事業 ねぎしDOなつまつ ,
バネルシアターやケームコーサーを行い 夏ま
つりの雰囲気を楽しむ

全員 肛 ,4 58 16

18 手節事業 ねざし,=え んにち 開館復 児螂 l内で縁日体験を行 ウ 全員 12′1 ,6 20 16

23 工作事業 夏ltみ
「作
sI 小学生 12人 11 11 0

27 工作薔業
小学生以上を対象に手実IIIを

`iう

 今回は
:デロパージュ1を

"う

12人 12 12 0

2, 大会 みんなで ドンジ
小学生を対象にドッジの純習や武合をして来し
む

小学生 20人 28 28 0

10
3 幼児

'「
葉 ウイズ ママ 家庭児童li談員さんと肌子のふれおい排びを行

い 相談の1キ間を設ける 幼,[ 保11者 10脳 10 6 4

2, 交流
=栞

手ど手をつなぐ
秋のふれあいの条

地域の高齢者の方を‖
`|し

て 告遊びの発表や
児童郎クイズを行う

●員 ,ξ 66 20 15
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年間事

令和6年度 (2024年度)ひ ざおり児童館業務の実施状況
1 司1 N● 1

実l●月‖
区  分 事 葉

`
事 業 内 t● ・ I 象

参 力1 人 数
月 1

定 H :十 こど1, およな
4

'日
11 季節1'業 こいのぼりをつくろう

こどもの‖に●けて こいのぼりを作り 館内
に飾る

全員 無 5i 87 14

5
季節■業 こどもの 企画 ●員 毎 ,0 87 23

4F田 卒師事業 夫好きな人
`ブ
●ヤン |●●うくろ ,

社の■にⅢけて 進1とのカーネーションや手■
,のカー ドを作る 全員 15人 16 16 O

15 鉗外ヽ業 おで力ヽ ,ちびっこ児意昴
市
',の

公岡でグンスや手遊びなどを行い 史董
lLの周,1につなIする 幼児 叶護者 毎 ,

`

8

G

`Π
「] 手節事業 大,|き な人にブレセントをつくるう 父の日に向けて ■年りのカー ド牛を作る 全員 i人 16 13 0

16 23 2, 児豪事業 中高生タィム 1高生の
=場
所作り″月的に午後,『ヤまで開

“

時
l11を延長する 無 8 8 0

17 幼児事業 大人のリフレッシ_タ ィム 子育て中の

“

護者がらょぅと思抜きができる時
間 心身のリフレッシ‐等を楽しんでもらう 功児 ,ヽ 1者 12組 10 5 ●

9]問 季節下薬 七夕週 ‖
t夕飾りのnI作や短冊に願い事を書いて位に飾
る 企員 無

`3
31 12

2' 2' 30 児童,実 自賀の|十円 1'高生の勉強スペ‐スの空間確保を日的に 部
屋を準備する_

中学生以上 無 5
`
0

,
4日 間 子郷 II業 七夕週 ;]

t夕師 ,の制lFや短冊に願い■を古いて笹に飾
る 全員 無 23 ′〕 2

1 児荒T業 自習の嗜間 中高生の勉強スペースの空,1前保を付的に 部
屋を革命する 中学生以上 無 3 3 0

6 1828 It董事業 中高生タイム 中高牛のR獅作りを目的に午後7時まで開館F
間を延長する 中学生以上 無 22 22 0

7Я 円 交流事業 鶴を児童館に七夕鰤りを送ろう
七夕にらなんで 児五鮒同十で交流している11
台市鶴否児欽砿に七夕飾りを作り,レt′ 十ヽる

全員 霊 1, 19 0

21 人事業 ひざお,なつまつり 縁日をテ́ にした夕払やくじ引き 夏を感じる工

「

,通 して 夏の雰硼気を楽しんでも,,う 全員 甍 246 168 ０
●

22 幼ツせ
児童争業

ひざお ,お楽しみ会
,の ミ=ケームと題 して ,段出来ないスポー
ツをゲーム感覚で楽しth 全員 無 15 16 0

4‖ 問 児童事業 卓球週間 ■奉大会を前に来しみながら
'1球

に触れ今う 小学生以上 無 ]31 125 6

28 大会 卓球大会 卓球のll人戦を行う 小学生以上 無 1, 19 0

8
3 合同事業 朝厳市児童昴 ,形夏祭

広く市民に規しまれている祭りに出店し1,業を
実施することで児童館の

'1ヽ

を
=る

全員 征 19, i07 ,0

= 18 2,
児童■衆 1高生タィム 中高生の居断Or作 りを目的に午′71,まで開姉Iサ

‖を延長すん 無
=|

01 O
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1 /‐問事 No l
実lt● 月 H

区  分 事 業 名

“

果 内 容 対  象
お 加 人 α

月 ●
定晨 :| ことも I.よ な

4
7H Fl 子師

`葉
こ0｀●,IIり 過 I.I iいのぼりを

“

つて

“

内に飾る 奄員 鈍 106 106 O

;
l i 季コlr業 こいの ■,週間 こいのぼりを作つて館内

`飾
る 全員 ′

“

10 :0 ,

` =節
市葉 こどもの日企画 こともの|にちなんだ上卜を行う 全員 ユ〔 21 20 0

13 幼児事業 家庭児工柏談員さんと,子のふれあい遊びを行
い 椰談のけ間を設ける 幼児 保護者 6紅 8 1 |

2, 児童,業 ,i棋体験会 0人 3 6 O

6
22 23 児童事業 ウェルカム1年生 小学 1年生を対象に児

=館
紹介及び工作を行

,
小学1年生 各回1人 04 10 1`

2' 30 季節,来 七夕週間 大きな笹に手作,の七夕鰤りを作つて飾る 全員 無 11 10 0

7
61問 ■飾ヰ1業 七夕川問 大きなⅢに手作りの七夕師りをllつて飾る 全員 鉦 9= 72 21

01 児壼事業 夏休みイベン | 小学生■対象にII tttい載イを17う ●員 無

`=

イ

`
0

= , 合同事●● lla市児童館i.彩I祭 広く市民に糀 しまれている祭りに出席しヽ業を
実施することで児豪鮨の間知を図る

全■ 無 :,7 10, 90

=日
「1 人事業 リャーゥィーク1,I●●ji ,t幼児 小学生をオ摯にクイズラリー 晨ll H

に,I的  ス′ヽ-1■ ,レすく,ヽを
`iう

全員
`|,

100 130 0

,
21 児童市ス 将棋ポランティアに tるII杖体験会 10人 6 6 0

27 幼児事業 家児 llさ んよいっにょ 蒙庭児童枷談■さんと親子のふれ ||いよびを行
い `]談の時1陸般ける 幼児 保護者 61■ 1 2 2

10
15 交商事業 11張児童

"io″
訳後兄kク ラブ

F●■

"の

PR活動の一環として柴町放訳後児童ク
ラブで工作事業をイiう

放凛後児薫
クラブ児童

ぼ 5` ,` 0

5日 1切 季節事業 ′`0ウィンでPo● 皓内 =ある
′ヽロウィンの′`ズルをサしつ ナよう 全員 純

=70
250 120

11
20 今回,率

'わ
ゼびわ,■,あ,葉 ,,,シャ′児,“

はまささ児童

“

の会場で輸 分●)企画を楽しめ
る it・いしい1合同事業を行う 全員 任 ,50 40, 341

12
15 16 兄童,来 1高生応極事業 1'高生の iや ,たいこと|を応撥する■業 今

LIよ |おせれ檬会 タレープ作り1をイ「 う
中高生 鈍 8 : 0

6月 l, 大事来 クリスマスイベン トi,P。 ,J
クリスマスツサーのカー ド作りやエキセント
リックさん ,よ るパルーンアー トを行う

全員 無 421 ,2, 116

l

4 5 6 Ⅲ節事業 ■・ 正り1でPo, おみくしを,いて給わを市く 全 員 無 186 100 5`

令和6年度 (2024年度) ほんちょ
一
つ
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※自己評価…指定管理者 所管評価…施設所管課

令和6年度指定管理業務総括評価票①
施設所管課：こども・健康部こども未来課（内線：２４５２）

施 設 名 朝霞市児童館
指定管理者 朝霞市社会福祉協議会
指 定 期 間 令和　４年　４月　１日　～　令和　9年　３月３１日　　　（５年間）

評　価　項　目 評　　価　　基　　準
自己
評価

所管
評価

評価意見

人 員 体 制

仕様書又は事業計画書に即し、人員を過不足なく配置して
いる。

B B

必要な資格、経験等を有する人員が確保されている。 A A

事業計画書に即し、計画的に研修等を実施している。 A A

外 部 委 託

外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切で
ある。

A A

外部委託事業者に対して協定書等を遵守させている。 A A

法 令 等 遵 守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行ってい
る。

A A

人 権 の 確 保

職員が人権の尊重、差別の禁止など、人権への正しい理解と
認識を深めている。

A A

利用者の人権に配慮した業務遂行に努めている。 A A

個 人 情 報 保 護
個人情報保護に関する基準が整備されている。 A A

個人情報の漏えい、滅失等の事故防止対策を講じている。 A A

情 報 公 開
情報公開に関する基準が整備されている。 A A

協定書等に従い、情報を適切に管理、公表している。 A A

管 理 記 録
業務日誌等を適切に整備、保管している。 A A

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 A A

連 絡 調 整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 A A

市、関係団体等との連絡調整を適切に行っている。 A B

危 機 管 理 対 応
（ 災 害 対 応 ）
（ 緊 急 対 応 ）

災害及び事故等の緊急時の連絡体制が確保されている。 A B

災害及び緊急時のマニュアルが整備され、訓練等を実施して
いる。

A A

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を
行っている。

A A

財 務 状 況 団体の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 A A

《 １ 総 括 》 実施体制に関する評価 A A

１

　
実
施
体
制

（自己評価）
概ね水準に沿った運営に努め
た。臨時職員の欠員期間が続い
ている。引き続き求人内容など
を検討し募集を行っている。有
資格者2名以上配置しサービス低
下にならないよう努めた。研修
は新たにOJT研修を行った。ま
た、全職員対象に「災害への備
えと発生時の対応研修」を行っ
た。

（所管評価）
協定書、仕様書を遵守した管理
内容である。
昨年度に引き続き、臨時職員等
の採用が難航しており欠員が生
じている状況である。しかしな
がら、組織内で人員調整を行
い、不足している館の補助に入
る等臨機応変に対応をしている
ため、サービス低下や運営へ支
障を与えることはなかった。
採用については、募集媒体や媒
体への掲載期間を増やすなど不
足解消に向けた取り組みを工夫
し継続している。
連絡調整については、連絡調整
会議開催時に限らず適宜情報共
有を行っているが、事故や故障
等、迅速な対応が求められる案
件についての報告及び連絡につ
いてはより徹底していただきた
い。
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評　価　項　目 評　　価　　基　　準
自己
評価

所管
評価

評価意見

施 設 管 理

協定書等に従い、開館日、開館時間等を遵守している。 A A

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。
（保険の加入を含む）

A B

条例等に基づいた施設の管理運営に係る各種マニュアル
を、市と協議し整備している。

A A

利 用 者 対 応

利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。 A B

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 A A

言葉遣い、態度、服装等の接遇が適切に行われている。 A A

事 業 運 営

事業計画書等に従い、受託事業を実施している。 A A

施設の利用を阻害しない範囲で、自主事業を実施している。 A A

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 A A

仕様書等に従い、清掃、警備、衛生管理を適切に行ってい
る。

A A

仕様書等に従い、施設・設備の保守管理を適切に行ってい
る。

A A

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 A A

協定書等に従い、適切に修繕を行い、市に報告している。 A A

環境に対する取組
市の環境基本計画等に基づいた環境負荷の逓減対策に取り
組むなど、環境に配慮した施設管理に努めている。

A A

広 報 活 動 施設の周知、事業の開催案内等を適切に行っている。 A A

苦 情 等 対 応
苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応している。 A A

苦情、要望等を整理し、遅滞なく市に報告している。 A B

利 用 者 ア ン ケ ー ト 利用者アンケート調査を実施し、その結果は妥当である。 A A

利 用 状 況 利用者数、稼働率等は、適正な水準にある。 ※１ A A

《 ２ 総 括 》 業務内容に関する評価 A A

経 理 事 務 専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っている。 A A

予 算 執 行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 A A

経 費 縮 減 経費が縮減され、又はその縮減に向けた努力を行っている。 A A

収 支 状 況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 ※２ A A

《 ３ 総 括 》 収支等に関する評価 A A

２

 
内
容
・
水
準

（自己評価）
各館、コロナ禍後で利用者も増
えて行く中、安心・安全に過ご
せるように努めた。また、施設
の老朽化にあたり、色々と不具
合もあるが、その都度適切に修
繕など行った。

（所管評価）
協定書、仕様書を遵守した管理
内容である。
令和５年度に新型コロナウイル
ス感染症が５類感染症に移行
し、利用者の呼び戻しや新規利
用者の呼び込みに注力したこと
で利用者数が大幅に増加した。
令和６年度においても、開館日
数に大きな差が無い中で指定管
理者の創意工夫により利用者数
は令和５年度を超える数値と
なっている。
利用者増加に伴い、利用者同士
のトラブル等も想定されること
から、引き続き、安全に配慮し
た管理・運営を行っていただき
たい。

維 持 管 理

３

 
収

　
支

　
等

（自己評価）
予算の適切な執行に努めた。

（所管評価）
協定書、仕様書を遵守した管理
内容である。
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※評価区分
Ａ(優 良)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準以上の管理内容である。
Ｂ(良 好)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。
Ｃ(課題含)＝協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。
Ｄ(要改善)＝協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。
Ａ(優 良)＝評価基準がすべてＢ以上であり、かつＡが過半数以上である。
Ｂ(良 好)＝評価基準がすべてＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である（上記以外）。
Ｃ(課題含)＝評価基準がすべてＣ以上である（上記以外）。
Ｄ(要改善)＝評価基準にＤが含まれている。
Ａ(優 良)＝《総括》がすべてＢ以上であり、かつＡが２以上である。
Ｂ(良 好)＝《総括》がすべてＢ以上である（上記以外）。
Ｃ(課題含)＝《総括》がすべてＣ以上である（上記以外）。
Ｄ(要改善)＝《総括》にＤが含まれている。

４ 　総　合　評　価
｢1 実施体制｣｢2 内容･水準｣｢3 収支等｣
《総括》による総合評価

A A

①評価基準

②《総括》

③総合評価

５　特　記　事　項
(成果、課題等)

（自己評価）
令和6年度は、各館が利用者のニーズなども考えながら、水準に沿った運営が行えるよう努めた。
各館思考をこらした事業を行ったり、中高生の受け入れ事業なども行い利用者増加となった。
ほんちょう児童館の中高生の受け入れについては、今までの児童館ではなかったような問題も多々見受けら
れるが、多くの中高生を対象に居場所の定着は図れている。

（所管評価）
施設の特性だけでなく、各事業や日々の児童館運営についてもこどもの意見を聞き、意見を反映させた内容
で実施するなど、日々多くの利用者の声に寄り添い、応えながら運営を続けていることで、様々な年代のこ
どもの「居場所」となっているものと考える。
　利用者の中心は幼児や小学生だが、ほんちょう児童館の取り組みや各館の中高生タイム等の実施により、
中高生の利用も増えており、引き続き多くの中高生にとって児童館が安心安全な心地よい居場所となり、健
やかな成長の一助となるよう取り組んでいただきたい。
また、社会福祉協議会は地域福祉に密着している団体という利点を生かし、広報活動等をさらに充実し、地
域や学校との交流にも努め、児童館から”地域全体で子育て応援する”、”地域全体でこどもの成長を見守る”
といった気運醸成に繋げるなど、特色のある児童館運営を期待したい。
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※１ 利用状況

日 日

人 人

日 日

人 人

日 日

人 人

日 日

人 人

日 日

人 人

日 日

人 人

日 日

人 人

注）施設利用者数は年間延べ人数

※２ 収支状況

開 館 日 数 288 293 98.3%

施 設 利 用 者 数 37,185 33,033 112.6%

開 館 日 数 292 294 99.3%

施 設 利 用 者 数 29,354 20,333 144.4%

開 館 日 数 293 293 100.0%

施 設 利 用 者 数 54,929 53,793 102.1%

開 館 日 数 292 294 99.3%

施 設 利 用 者 数 29,930 27,313 109.6%

開 館 日 数 288 293 98.3%

施 設 利 用 者 数 35,144 36,930 95.2%

開 館 日 数 289 292 99.0%

施 設 利 用 者 数 59,098 56,501 104.6%

開 館 日 数 1,742 1,759 99.0%

施 設 利 用 者 数 245,640 227,903 107.8%

収　入 303,040,000 303,040,000 0

指 定 管 理 料 303,040,000 303,040,000 0

補 助 金 0 0 0

その他( ) 0

支　出 303,040,000 292,204,645 10,835,355

人 件 費 186,014,000 183,160,035 2,853,965

修 繕 費 11,850,000 11,849,630 370

備 品 購 入 費 9,687,000 9,539,271 147,729

光 熱 水 費 25,807,000 20,351,885 5,455,115

その他(車両費) 245,000 108,709 136,291

その他(福利厚生費) 621,000 533,053 87,947

その他(報酬･謝金費) 635,000 395,000 240,000

その他(旅費交通費) 11,000 3,100 7,900

その他(職員被服費) 467,000 466,730 270

その他(研究研修費) 87,000 17,420 69,580

その他(印刷製本費) 1,012,000 741,772 270,228

その他(通信運搬費) 3,253,000 3,252,667 333

その他(業務委託費) 37,774,000 37,040,063 733,937

その他(保険料) 1,384,000 1,348,680 35,320

その他(賃借料) 5,456,000 5,119,352 336,648

そ の 他 ( 租 税 公 課 ) 7,000 3,400 3,600

施　設　名 項　　目 本 年 度（R6） 前 年 度（R5） 増 減 率　（％） 備 　考

き た は ら 児 童 館

は ま さ き 児 童 館

み ぞ ぬ ま 児 童 館

ね ぎ し だ い 児 童 館

ひ ざ お り 児 童 館

ほ ん ち ょ う 児 童 館

計

項　　目 予　　算 決　　算 増　　減 備 　　考
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その他(保守料) 11,033,000 10,833,108 199,892

その他(返還金支出) 1,000 1,000
拠点区分間繰入金
支 出

7,696,000 7,440,770 255,230

収　支 0 10,835,355 △ 10,835,355 返還金
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施設名　　　　　朝霞市児童館

指定管理者名　　朝霞市社会福祉協議会

指定期間　　　令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間）

※自己評価…指定管理者　所管評価…施設所管課

自己評価 所管評価 評価意見

１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービス提供につ
いて共通の理解をもつための取組を行っている。

A A

１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等の権利擁護
に配慮した福祉サービス提供が行われている。

A A

１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サービス選択に
必要な情報を積極的に提供している。

A A

１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更にあたり利用
者等にわかりやすく説明している。

A A

１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家庭への移行
等にあたり福祉サービスの継続性に配慮した対応を行って
いる。

１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とする仕組みを
整備し、取組を行っている。

A A

１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立しており、周
知・機能している。

A A

１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べやすい環境を
整備し、利用者等に周知している。

A A

１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対して、組織
的かつ迅速に対応している。

A A

１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの提供を目的
とするリスクマネジメント体制が構築されている。

A A

１－（５）－②　感染症の予防や発生時における利用者の
安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。

A A

１－（５）－③　災害時における利用者の安全確保のため
の取組を組織的に行っている。

A A

１－（６）－①　利用者に関する福祉サービス実施状況の
記録が適切に行われ、職員間で共有化さている。

１－（６）－②　利用者に関する記録の管理体制が確立し
ている。

A A

A A

施設所管課：こども・健康部こども未来課（内線：２４５２）

１　利用者本位の福祉サービス

評価項目・基準

１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

１－（６）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

《１　総括》
利用者本位の福祉サービスに関する評価

令和６年度　指定管理業務総括評価票②（福祉サービス共通）

（自己評価）
児童館利用に関する変更点などをHPなど
を通して利用者へ周知するなどし、概ね
水準に沿った運営努めた。
また、安心・安全に利用してもらえるよ
うに感染症対策や災害発生時の取組など
を組織的に行っている。

（所管評価）
協定書、仕様書を遵守した管理内容であ
る。
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自己評価 所管評価 評価意見

２－（１）－①　利用者の自己決定を尊重した個別支援と
取組を行っている。

A A

２－（２）－①　利用者の権利擁護に関する取組が徹底さ
れている。

A A

A A

２　利用者の尊重と権利擁護

評価項目・基準

２－（１）　自己決定の尊重

２－（２）　権利侵害の防止等

《２　総括》
利用者の尊重と権利擁護に関する評価

３　特記事項（成果・課題等）

（自己評価）
利用者からの意見や苦情など、全館で共有し安心・安全に利用してもらえるように努めた。

（所管評価）
児童館が親子連れやこどもにとって安心・安全に過ごせる場所であるための工夫がなされている。
児童・生徒との距離感に配慮しながら、信頼関係を築くために真摯な姿勢で対応したこと、困難を抱える生徒の自己決定に寄与
されたことは、安心できる場の提供につながるものであったと考える。

※評価区分
評
価
項
目
・
基
準

Ａ(優 良)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準以上の優れた管理内容である。
Ｂ(良 好)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。
Ｃ(課題含)＝協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。
Ｄ(要改善)＝協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。

総
括

Ａ(優 良)＝評価基準がすべてＢ以上であり、かつＡが過半数以上である。
Ｂ(良 好)＝評価基準がすべてＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である（上記以外）。
Ｃ(課題含)＝評価基準がすべてＣ以上である（上記以外）。
Ｄ(要改善)＝評価基準にＤが含まれている。

総
合
評
価

Ａ(優 良)＝《総括》がすべてＢ以上であり、かつＡが２以上である。
Ｂ(良 好)＝《総括》がすべてＢ以上である（上記以外）。
Ｃ(課題含)＝《総括》がすべてＣ以上である（上記以外）。
Ｄ(要改善)＝《総括》にＤが含まれている。

（自己評価）
利用者の権利擁護に努めている。

（所管評価）
協定書、仕様書を遵守した管理内容であ
る。

53



施設名　　　　朝霞市児童館

指定管理者名　朝霞市社会福祉協議会

指定期間　　　令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間）

※自己評価…指定管理者　所管評価…施設所管課

自己評価 所管評価 評価意見

１－（１）－①　施設特性、地域性を生かした多様な交流
の推進、事業等が行われている。

A A

１－（２）－①　子ども、若者に着眼した事業計画を立て
ている。

A A

１－（２）－②　事業の企画、実施にあたり子どもや若者
の意見を聞いている。

A A

１－（３）－①　事業等の実施にあたり市の子ども・子育
て施策を念頭に置きながら事業展開を図っている。

A A

１－（３）－②　事業等の実施にあたり関係団体や
ＮＰＯ等との連携を図っている。

A A

１－（４）－①　いじめ、児童虐待、不登校などが疑われ
る場合、相手の立場を尊重しつつ関係機関と適切な連携を
図っている。

A A

１－（４）－②　子どもの貧困、ヤングケアラー等、子ど
もを取り巻く社会的課題を理解し、事業等に反映させる努
力をしている。

A A

A A

施設所管課：こども・健康部　こども未来課（内線：2452）

１　（改正）児童館ガイドラインに遵守した取組

評価項目・基準

１－（１）　児童の健全な育成に資する事業等の推進。

１－（２）　子ども・若者対策、中高生世代向け事業等の推進。

１－（３）　関係団体、ＮＰＯ等との連携。

１－（４）　配慮を必要とする子どもへの対応。

《１　総括》
（改正）児童館ガイドラインに遵守した取組に関する評価

２　特記事項（成果・課題等）

（自己評価）
中高生の発達障害児への対応について、研修参加や専門機関への相談などを行った。朝霞市子育てネットワークの団体との協働
事業なども行った。

（所管評価）
こどもの貧困やヤングケアラー等社会的な課題へのアプローチについて、家でも学校でもない第３の居場所となる児童館では、
親や先生とも違う大人が居ることで可能となるため、今後も日々のコミュニケーションの中で、こどもの置かれている状況を読
み取り、必要な機関へつなぐといったサポート、フォローを続けていただきたい。

※評価区分
評
価
項
目
・
基
準

Ａ(優 良)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準以上の優れた管理内容である。
Ｂ(良 好)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。
Ｃ(課題含)＝協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。
Ｄ(要改善)＝協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。

総
括

Ａ(優 良)＝評価基準がすべてＢ以上であり、かつＡが過半数以上である。
Ｂ(良 好)＝評価基準がすべてＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である（上記以外）。
Ｃ(課題含)＝評価基準がすべてＣ以上である（上記以外）。
Ｄ(要改善)＝評価基準にＤが含まれている。

総
合
評
価

Ａ(優 良)＝《総括》がすべてＢ以上であり、かつＡが２以上である。
Ｂ(良 好)＝《総括》がすべてＢ以上である（上記以外）。
Ｃ(課題含)＝《総括》がすべてＣ以上である（上記以外）。
Ｄ(要改善)＝《総括》にＤが含まれている。

令和６年度　指定管理業務総括評価票③（児童館）

（所管評価）
協定書、仕様書を遵守した管理内容であ
る。
様々な年代のこどもの意見を聞きながら
事業や運営方法について、検討、実施し
ていることや、こどもを取り巻く社会課
題についての研修参加等により職員が研
鑽を重ねることで、こどもたちの安心・
安全な居場所を提供しているものと考え
る。

（自己評価）
利用者児童の意見を取り入れた事業展開
を行うことに努めた。
不登校児の受け入れや関係機関との連携
も図った。
各館開館時間を延長して中高生の居場所
を提供した。
ヤングケアラー研修に参加し、職員間で
共有している。
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令和6年度

資金収支計算書

令和6年 04月 01日 から

令和7年03月 34日 まで

社会福祉法人朝霞市社会福祉協議会

児童館事業

(単位 : 円 )

科目名           i   予算   :   当月
受話金収入                     1  303,040,000:       0
市区町村受託金収入                :  303.040,0001       0 303040000 100(O i     303,040,000 0

事業活動収入計(1)                 i  303,040,000:       o 303,040,000303,040,000 0

人件費支出                     :  186,014,000:   25,279,917 183,160,035 O i     t83.160.035 2,863,965

職員給料支出 82.078.000 1      11,194,161 :      82077761 Oi   82,077,7611      2391 100
職員賞与支出 28,111.000 1      2,076,405 :     28,410,759 0 1      28,110,759 1            241 :   100

非常勤職員給与支出 50,464,000 :     7.367.947 :    49,842782 0 :      49,842,782 :        621.218 :   98

法定福利費支出 25.361,0001    4、 641,4041    23.128733 0 1    23,428,733 :    2232267 1  94

畢薬費支 出 35,739,000 29,999,8655,025,351 :      29,999,865 0 5,739,135

水道光熱費支出/事業費              :   25,807.000:   2,833,206
消耗器具備品費支出                1   9,687.0001   2,163,429

20.351.885 1              0 :      20,351,885

9,539,274 :              0 :       9,539,271

5,455‐ 115 1   78

147729 :   98

車輌費支出                     :    245,000i     28,716 108.709 :             0 1        408709 136291 :   44

事務費支出                     :   73,590,000:   17,730,418 71,603,975:         o 1    71,603,975 1    1,986,025 :  97

福利厚生費支出                  :    621,000
報酬 謝金等費支出                 1    635,000

0:    533,053:       01    533.053
カlooo:  bも ,666 i    bl  

“

ζ666
87.947 1  85

240,000 :   62

職員被服費支出                  :    467.000 0:   ′る0ラごdi    bl   '6a亨 :d 270

旅費交通費支出                  1     1l ooo
研修研究費支出                  :     87,000
印刷製本費支出                  :   1,o12000

ρ:    ,1199:     ρ1    111990:    17.4201      0:    17,420
1“|“bl   力1,力 i      bl   ,21,カ

7.900 :  282

69.580 1   200

270228 :   733

修繕費支出                     i   l1 850 000 4,198,700:   41,849,630:       0:   11849630 370 :  loo o

通信運搬費支出                  :   3,253,000 339‐005:    3,252.667,        0,    3.252,667 333 1   1000

業務委託費支出                  i   37,774,000
保険料支出/事務費                1   1384000 叩℃, I盤器:  :I I発議

733,937 :  984

35320 :    974

賃借料支出/事務費                :   5,456.000 581β84:  'イ iblし
'l     bi  lイ

10b:う 336648 :   938

租税公課支出                   :     7000 3400Oi      3,400: 0 3,600 :   486

保守料支出                    1   1l o33 000 3,291,200 :     10833108 1             0 ,     40833108 199892 1   98

返遺金支出

返還金支出

1,000

1000 0

0

0

0

0

1,000

1000

０
・
て

一
∝

事業活動支出計 (2) 295,3“ ,000:   48,035,6861  284,763,875 0 :     284,763,875 :      10,580,126 :   96`

事業活動資金収支差額 (3)=(1卜 (2) 7,696,000 :     ・48,035,686 :      18,276,125 0 :    18,276,125:   .10,580,125 : 237(

科目名           :   予算

疱設整備等収入計 (4)                :       o
当月   :   累計   : 内部取引消去  | サーヒス区分合計  :  予算残高   :執 行率
0:       ol       o,       ol       ol  o(

慮設整備等支出計 (5) 0 0 0 0 0

竜設整備等資金収支差額 (6)=(4)‐ (5) 0 0

科 目名 予算   :   当月   i   累計    : 内部取引消去  : サーヒ・ス区分合計 予算残高   :執 行率
その他の活動収入計 (7)

拠点区分間繰入金支出

0

7,696,000

0

1,901,370

0

7,440,770

0:        0

01   7,440,770

0

255,230

OC

96フ

その他の活動支出計 (8)               :   7,696,000:   1,901,370 7,440,7701      01   7,440,7701    255,230: 96
その他の活動資金収支差額 (9)=(7)‐ (3) ・7,696,000:   ・1,901,370:   ・7,440,770 0:   ・7,440,770:   _255,230: 96

科目名 予算 当月 累計 内部取引消去  : サーヒ
・ス区分合計 :  予算残高   :執 行率

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)‐ (10) ‐49,937,056 10,835,355 10,835,355 10,835,355

当期末支払資金残高 (11)+(12)           :       o .49,937,056:   10,835,355:        01   10,835,355:   ‐10,835,355'   0〔
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　赤ちゃん休憩所について 

 

　実施概要　：今回、試験的な導入となりますが、朝霞市民まつり「彩夏祭」に

来場された赤ちゃん連れの御家庭等に対して、安心して休憩がで

きる場所を提供する。 

 

　実施期間　：令和７年８月２日（土）　正午から午後５時まで 

　　　　　　　　　　　８月３日（日）　正午から午後５時まで 

 

　実施場所　：ほんちょう児童館　４階　遊戯室 

 

　周知方法　：子育て支援団体（あさか子育てネットワーク）が作成したチラシ

の配布や掲示 

　　　　　　　市の公式ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ）による周知

を行いました。 

 

　実施結果　：８月２日（土）３９人の利用（大人：２５人　こども：１４人） 

　　　　　　　８月３日（日）２５人の利用（大人：１４人　こども：１１人） 

　　　　　　　総合計６４人の利用がありました。

団体が作成したチラシ 開設中の様子
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　平和の折り鶴事業について 

 

　事業概要　：本年が戦後８０年の節目の年を迎えるにあたり、戦争の犠牲者へ

の追悼と恒久平和を願い「平和の折り鶴事業」を実施する。 

 

　実施期間　：令和７年７月から８月の夏休み期間中 

 

　事業対象　：期間中に各児童館へ来館された方々 

 

　事業内容　：期間中に各児童館へ来館された方々に鶴を折ってもらい、千羽鶴 

　　　　　　 の完成を目指すものです。 

 

　活用方法　：朝霞市平和事業として、令和７年７月中旬から８月１５日までの

期間、市役所１階ホールで実施しました「平和パネル展」での展

示のほか、「親子ピースチャレンジ」における展示、「朝霞市戦没

者追悼式」における展示を予定します。

設置場所：市役所１階ホール作成している様子
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　親子にこにこフェスタについて 

 

　事業概要　：お子さん、子育て中のママ・パパ、みんなが笑顔になるイベント

を開催します。 

 

　実施日時　：令和 7年 11 月 30 日（日）午前 10 時から午後 2時 30 分（予定） 

 

　実施場所　：みぞぬま児童館 

 

　周知方法　：市公式ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ）、メール配信

サービス等を活用して周知を予定します。

周知用チラシ（昨年度） 事業の様子


